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雰囲気制御高周波誘導加熱微粒子ピーニング（Atmospheric-controlled induction heating fine 
particle peening：AIH-FPP）処理を提案し，これらのもたらす表面改質効果をまず明確にしたう
えで，効果発現メカニズムについて学術的観点から検討を加えている． 
 第 1章は緒論であり，本論文の背景と従来の研究成果をまとめ，研究の目的を明確にしている． 
 第 2 章では，提案したガスブローIH 窒化の場合には，数分間の処理にも関わらず，数時間を要
する一般のガス窒化に匹敵する窒化層が形成されることを明らかにし，その要因を検討している．  
 第 3 章では，ガスブローIH 窒化を施したチタン合金の耐摩耗性と疲労特性について検討してい
る．その結果，この処理によりチタン合金の耐摩耗性が向上すること，その要因は，表面に高硬さ
の窒素化合物層が形成されるためであることを明らかにしている． 


















 第 8章では，各章で得られた結果をまとめ，本研究の結論を述べている． 
以上要するに本論文は，高周波誘導加熱を活用した新しい表面改質プロセスを提案することに
より，チタン合金の表面特性を向上させることが可能なことを示したものである．その成果は，
材料工学分野において，工学上，工業上寄与するところが少なくない．よって本論文の著者は，
博士（工学）の学位を受ける資格があるものと認める． 
 
 
学識確認結果 
 
学位請求論文を中心にして関連学術について上記審査会委員および総合デザイ
ン工学特別研究第２（マルチディシプリナリ・デザイン科学専修）科目担当者
で試問を行い，当該学術に関し広く深い学識を有することを確認した． 
また，語学（英語）についても十分な学力を有することを確認した． 
 
